
防災グッズに転用できます

文書保存箱へ事前にミシン目がついて
います。箱の蓋部分の外面・内面へ
ミシン目に沿って穴を空けます。 箱の中に井型に組んだ

段ボール板を差し込みます。

吸水シート付き専用袋を
井型の中へしっかり広げて井型段ボール
へ袋がひっかかるように設置します。

箱を閉じれば完成です。
一袋で一日使用できるので、
使用途中はミシン目で切り抜いた
蓋の開け閉めでご使用になれます。

※現在開発中ですので、説明図とは異なる場合がございます。

環境に優しい段ボール箱 別売り防災キットがあれば

井型用段ボール板・吸水シート付き専用袋をセットにした防災キットを別売りで販売します。

ビニールを取り変えれば
繰り返し使用できます。

吸水シート付き専用袋
　（製造元：ユニトレンド株式会社）

近くの県・地域にある段ボール工場で
すぐに作れます。

・早く届く！

段ボール自体安価な素材です。

一度に数千、万単位で生産できます。

・安い！

・大量に作れる！

他製品では 4000 円～15000 円の価格帯
ですが、安価な素材での作成のため、
低価格での提供が可能です。

・安価な素材なので安い！

一番困っている場所へ
すぐ届けられます！

普段は書類箱
緊急時は簡易トイレに！

もしもの災害時！！ 防災グッズとして

・特別な収納場所は必要なし
書類箱として普段活用するため、
簡易トイレ自体を購入するより手軽に
備蓄しておけます。（キットの収納場所
のみ必要となります）



防災キットの箱へ、内容物を梱包する作業

吸水シート付き
専用袋×３

井型用仕切り板
大×２、小×２

この２点１セットを、５セット分箱へ詰めます。

②吸水シートと仕切り板を一つの袋へまとめる

①吸水シート３枚を箱に入るサイズに折り畳む。

③仕切り板、吸水シートのセットを５つ箱へ詰める。

吸水シート付き専用袋を、
中に縫い付けてある吸水
シートの高さへ合わせる
様に横長に折り畳みます。

仕切り板大２枚、小２枚をまとめて袋へ入れ、吸水シートが３つ並ぶ様に入れます。

ひと袋にまとめたセットを５つ、箱に梱包します。

約１２cm

幅が約１２cmになる
大きさで、４回折り
畳みます。

防災キット
梱包手順

仕切り板とコンパクトに
まとめられる大きさに。

これが防災キットの１セット。

少しだけ折る

半分に折る

×５＝ 防災キット
（５セット）

（取扱い障がい者福祉施設における作業手順）


